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再処理廃液中で放射性Srを吸着する性質を持つ金属ドープアンチモン化合物に着目し、タングステン(W)、

タンタル(Ta)、バナジウム(V)をドープしたアンチモン化合物を合成した。これらの化合物はパイロクロア

構造を有し、酸性～弱塩基性領域において 10
4 
L/kg 以上の高い Sr 分配係数(Kd)を示した。 
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1. 緒言 

 再処理廃液中には高濃度の硝酸が含まれ廃液中から放射性 Sr などを除去するためには、材料の耐酸性や

吸着性能の維持といった課題がある。一方、W をドープしたアンチモン化合物は、硝酸溶液中で Sr に対し

て高い吸着性能を示すことが知られている[1]。本研究では、酸性から弱塩基性領域で高い Sr 吸着性能を持

つ可能性がある金属ドープアンチモン化合物に着目し、異なるドープ金属種を加えた際のアンチモン化合

物の Sr の Kd を評価した。 

2. 実験 

アンチモン化合物は、SiO2水溶液に SbCl5水溶液とドープ金属水溶液

を添加し、50℃で静置して合成した。ドープ金属は①アンチモン(Sb)

に近いイオン半径を持つこと、②酸化物が酸性あるいは両性であること

を基準に W、Ta、V、Zr を選定した。Sr-85 を添加した純水または共存

イオンを含む模擬試験水を pH2～9 に調整し、Sr の Kd を評価した。模

擬試験水の濃度は Na：650 ppm、Mg：150 ppm、Ca：150 ppm とした。

固液比は 1：100 として浸漬し、浸漬前後の試験水中の Sr-85 濃度を測

定し、式 1 により Kd を求めた。 

 

    

ここで、C0：浸漬前の試験水中 Sr-85 濃度(cps)、Cf：浸漬後の Sr-85 濃

度(cps)、V：試験水体積(L)、M：固相重量(kg)である。 

3. 結果と考察 

アンチモン化合物は A2Sb2O6O'(A：H
+、アルカリ金属、アルカリ土類

金属等、O'：O
2-、OH

- 等)の組成を持ち、パイロクロア構造をとること

で高い Sr 吸着性能を示す[1]。合成したアンチモン化合物は、図 1 に示

す XRD 測定結果より、主にパイロクロア構造をとっていることが分か

った。いずれのアンチモン化合物でも非晶質部に由来するハローパター

ンが生じ、Sb とのイオン半径の差が最も大きい Zr をドープ金属とした

場合に最も顕著であった。アンチモンにより近いイオン半径を持つドー

プ金属はパイロクロア構造維持に優位であることが確認できた。 

図 2 に純水中でのアンチモン化合物の Kd を示す。ドープ金属の種類

によらず酸性から弱塩基性の広い pH領域において 10
4 
L/kg以上の高い

Kd を示した。酸化物が酸性を示すドープ金属は高い Kd を示すことが

報告されているが[1]、酸化物が両性を示す V、Zr においても同程度の

Kd が得られた。 

表 1 に模擬試験水(pH~2)でのアンチモン化合物の Kdを示す。W、Ta、

Vをドープ金属とした場合には 10
4
 L/kg以上の Kdが得られたのに対し、

Zr をドープ金属とした場合には、Kd が 10
3 
L/kg 程度となった。W、Ta、

V をドープしたアンチモン化合物は、結晶性が高いため Sr の選択性が

高く、共存イオンが存在しても高い Kd を示したと推察する。 
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図 1 XRD 測定結果 

図 2 アンチモン化合物の
分配係数(純水条件) 

表 1 模擬試験水でのアンチモン
化合物の Sr 分配係数(pH~2) 

Kd =
C0 − Cf

Cf
×

V

M
     ･･･(式 1) 
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